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or  works  of  2  or  3  seemingly  disparate  artists.  A  single  page  of  one  of  her  rich  
philosophical  studies  may  cite  10  or  12.  Likewise,  mentioning  no  names  in  this  case,  a  
Murdoch  poem,  I  believe,  nevertheless  often  openly ‘references’ 2  or  3  poets  that  have  
come  before  and  played  some  part  in  the  new  Murdochian  work’s  conception,  language,  
imagery  and  indeed  raison  d’etre.  The  same  group  of  poets  tends  to  crop  up,  in  particular  
the  five  first-  and  second-generation  authors  of  the  English  Romantic  movement  in  
literature:  Blake,  Wordsworth,  Coleridge,  Keats,  Shelley,  and  Byron.  

In  this  new  paper,  taking  my  cue  from  a  single  discrete  reference  embedded  in  
the  narrative  of  Murdoch’s  last  novel  Jackson’s  Dilemma  (1995),  I  will  argue  that  the  
precocious  and  controversial  Victorian  poet  Robert  Browning  might  be  an  important  
and  logical  additional  touchstone  (and,  perhaps,  in  some  ways  a  terminus)  to  fuller  and  
further  comprehension  of  Murdoch’s  poetic  and  philosophical  vision  as  it  developed  and  
broadened  into  focus  during  the  course  of  her  career  as  an  author.  Initially  offering  
a  cautious  close  reading  of  Browning’s  loaded  and  enigmatic  poem ‘The  Last  Ride  
Together’(1855),  crucially  and  significantly  (I  will  show)  cited  in  the  text  of  Jackson’s  
Dilemma,  I  will  endeavor  to  protract  and  project  certain  of  that  work’s  detectable  themes  
onto  the  canvas  of  Murdoch’s  vision  as  I  have  selected  to  sketch  it  in  previous  papers  
I  have  produced  regarding  one  of  the  twentieth  century’s  most  intricate,  erudite,  elegant,  
elaborate,  and  remarkably  sophisticated  writers.  

（会員）

研究発表要旨

「世界文学としての『苦海浄土』──石牟礼とウルフ」

榎本　眞理子

石牟礼道子の『苦海浄土』は水俣病とその裁判
の記録と誤解されがちである。しかしこのテクス
トの真の価値は、「道子弁」による患者とその家
族の思いの表出、往時の水俣の、山や海の美しい
自然、そこに棲息する神々や、陸と海の生き物と
の調和に満ちた世界で生きることの本質が描き出
されているところにある。そこには、この俗世界
を支えているハレの世界、「もう一つのこの世」
が描き出されている。精神を病んでどこへともな
くさまよっていってしまう石牟礼の祖母は、孫と
だけは心が通じ合った。祖母のことが分かる石牟
礼は「この世と意識が反りかえってしまう」人で

あり、「悶え神」として水俣の苦しむ人々の思い
をわがこととして書き記した。その世界では時間
も空間も歪み、ねじれ、自他の境界も曖昧にな
る。そのようにして、石牟礼は Trinh T. Minh-ha

の言う「優越者の立場に立たない語り」を実践し
ている。
近代小説にはない石牟礼の独特の時間と空間の

描き方は「交錯し重合する多次元的な時間」であ
り、「多次元空間」である。 ここにおいて石牟礼
は、20世紀以来の実験的な作家と共通点を持つ。
それら一見奇矯な時間・空間認識の方法は、実は
文学のみの特権ではなく、我々が普通に生きて行
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く日常の中で日々実践していることでもある。
「もだえ神」となった石牟礼は、様々な水俣病
の犠牲者を描き続ける。解剖され、包帯で巻かれ
ただけの娘の遺体を背負い、線路をとぼとぼと歩
く母親など、患者とその家族の過酷な状況を描い
たエピソードには事欠かない。その一方で、ご詠
歌を練習するユーモラスなエピソードもある。こ
れらから見えてくるのは自然と共に生きる人々の
暮らしの豊かさ、庶民の知恵、謙虚さ、そして
ユーモアセンスである。
失われた素朴な共同体は、様々な闇を抱え込ん
だものでもあり、理想的な友愛に満ちた共同体は
元々幻想の共同体としてしか存在していない。た
だ、チッソに普通の生活を奪われる前には「もう
ひとつのこの世」は現代よりはずっと近づきやす
かったのは事実である。
石牟礼は冷静に現実を見つめながらも、苦しむ
人たちに寄り添い、乗り移り乗り移られて書いて
いる。それは岩岡の言う詩の力であり、多田富雄
はそれを「姉性」と呼んだ。
石牟礼は生きることの実感を、それが近代と衝
突してしまった事実を描きだそうとする。ここに
語り得ぬものを語ろうとする営為の極北に至った
一表現者のわざがある。
　言葉にならないものを言葉にしようとすると
き、秩序だった言葉では間に合わなくなる。こう
して石牟礼はウルフ、ガルシア・マルケスに近づ

く。生きることの痛さ、言葉の虚しさ、存在の裂
け目の汀に生きる人間、それらゆえにこそ幻想を
見てしまうこと、希望という病―それらを表現し
たのがこの『苦海浄土』である。
兆候と気配への感受性は『灯台へ』の随所にも

見受けられる。表現への研ぎ澄まされた感覚、自
然との一体感と命のはかなさの意識―それらはす
べて石牟礼と極めてよく似ている。
一見非常にかけはなれた二人の作家の行き着い

たところが、本質に於いて似通っている。二人は
現代文明への疑問を共有している。また「正統的」
なリアリズムではとらえきれない世界と人間を両
者とも描き出そうとしている。それはこの二つの
作品が、「世界文学」だということである。彼女た
ちの描き出す論理の支配以前の世界は、現代文明
の中に生きる我々の中にも確実に存在している。
石牟礼の描き出す、水俣病発生以前ののどかな

世界は、現実には存在しなかった世界である。素
朴な村は嫉妬や世間の冷たい目に満ちた世界でも
ある。それでも春は来る。あり得たかもしれない
「もうひとつのこの世」がこの上なく美しいのは、
それが幻想であるという痛みを伴う明確な認識
と、生きることの悲しみの感覚に根底を支えられ
ているからである。その美しい世界を我々読者に
示し示す石牟礼の営為こそが我々に救いと希望を
もたらしてくれるのである。

（会員）

特別寄稿

マードックの知性と勇気

麻生えりか

私の手元に、わずか5ページの演説原稿のコ
ピーがある。これは、今から50年余り前、1962
年1月15日にロンドンのセントラル・ホールでイ
ギリスの反核団体 CND（Campaign  for  Nuclear  

Disarmament,  核兵器撤廃運動）により開催さ
れた「女性はなぜかと問いかける（Women  Ask  

Why)」という集会でのアイリス・マードックの
演説原稿である。この時マードックは42歳、1954
年のデビュー以来、長編小説を次々と発表し、イ
ギリス文壇を代表する作家としての地位を確立し
た頃である。
「道徳と爆弾（Morality  and  the  bomb）」と題さ


